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中山間地域住民と進める
高齢者の主体的介護予防
中山間地域住民と進める
高齢者の主体的介護予防

本事業は、平成25年度 文部科学省地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）に吉備国際大学が
「だれもが役割のある活きいきした地域の創成」というテーマで採択され、支援を受けています。

学校法人 順正学園
吉備国際大学
南あわじ志知キャンパス
〒656-0484
兵庫県南あわじ市
志知佐礼尾370-1

会　場
国際交流会館 2階
 多目的ホール

学校法人 順正学園
吉備国際大学
高梁キャンパス
〒716-8508
岡山県高梁市
伊賀町8

吉備国際大学 地域連携センター
高梁キャンパス TEL：0866-22-9050  FAX：0866-22-9407 南あわじ志知キャンパス TEL：0799-42-4708  FAX：0799-42-4812

E-mail ▶kiu-coc@kiui.ac.jpU R L▶http://coc.kiui.ac.jpお問い合わせ先

P P
会　場
C棟３階
大講義室

主催 : 吉備国際大学
後援 : 高梁市・高梁市社会福祉協議会・高梁市医師会

平成29年 2月10日金
10:30～12:30

日　時

高梁キャンパス
国際交流会館 2階 多目的ホール

南あわじ志知キャンパス
C棟 3階 大講義室

吉備国際大学会　場

（TV会議システムにて、両キャンパス相互で開催）

テーマ「中山間地域住民と進める高齢者の主体的介護予防」
シンポジウムでは、これまでの取り組みを振り返るとともに、地域を拡大し心
身の健康寿命延伸の取り組みへと発展させるきっかけとします。

①地域の互助で行う介護事業  地域ボランティア 高梁市宇治地域 下中 広子
②住民主体の介護予防の仕組みづくり 保健師 高梁市役所　主幹 大福 展子
③自助で行う介護予防の実践　介護予防事業参加者代表 高梁市宇治地域 小川 勢津子

特別講演特別講演
「地域での認知症予防～回想法による高齢者サロン活動～」
 　   特別講師　出雲市民病院　鈴木 正典 先生

専門は麻酔臨床、
コミュニケーション法、

回想法。
モットー「仕事・遊び現役
80歳スーパー老人を

目指す」

出雲市民病院
鈴木正典 先生

回想法は、昔懐かしい
写真や品物、歌、食べ
物を見る、歌う、味わ
う心のケア―です。麻
酔科部長の鈴木医師は
共著で「写真で見せる
回想法」を出版し、こ
の方法の普及に努めて
います。

10：30～11：10

11：20～12：30

参加無料
事前予約
不要

　吉備国際大学 保健医療福祉学部 看護学科では、平成 25 年度に吉
備国際大学が採択された文部科学省 地（知）の拠点整備事業にて高
梁市と連携し「健康寿命の延伸と介護予防の質向上に寄与する健康づ
くり事業」を実施しています。高梁市宇治及び落合地域にて「ミニデ
イサービス事業」に学生が参加することで、健康維持に向けた意識向
上につなぐことができています。
　さらに、高齢者は学生との世代間交流によって「生活機能」の活動
性や参加度を促進し、介護予防に役立っています。
　そこで、今までの取り組みを基盤に地域高齢者の心と身体の健康寿
命を延ばす介護予防へと拡大し，若者との世代間交流を活用し、地域
や大学が協働した取り組みへと発展させることを目的としてシンポジウ
ムを開催します。


